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遇嘉8年間に当科で経験した腐部外藤1榔例かこついて,

その診断と治療の蘭から検討した｡緊急の場合,腹部外

傷の診断に際しては的確な問診⑳視診◎聴診療触診を行

い,腹部単純等薬,血液砂尿検査曜露で早急をこ予断適応

を決定する外手術激たこの太きな聾河は出血であり守シ三讃ツ

タ革遊行ずる落胤の磯魯ぼぶた鰹的容易であるが,朝まり

診断の老眼は腹部触診所段の時間的変化でありき腹部単

純軍務噂換葱デ-タで補綴すべきである*

竣鎧)開心術後をこおける腹部手術例開検討
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当科で過去3年綴カ月で経験した開心術後をご灘細る孝

解症例は摘例で賢同時期の心線能障害例苛む例の望乱写%ドで
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あり宇塚疾患としてはヲ腎癌,胆石などの全身麻酔症例

が浸語例チ急性虫垂炎などの腰椎麻酔症例6例であ-二雄二,
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カテ---テルを用いた串抗凝閲療法中の症例は抗凝固剤の
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緊急事櫓をこ対しては扇も院号欝F炉などを授与Lてから
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例を経験したが,手酌直接死亡はなく苧死亡例は腎癌
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症榔豊65才倉敷 昭和削年51--3より輿常行動学意識障

害がみられるようになり当院受診ヲ高アンモニア血症を
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では肝右葉をこ血管の拡張を凝離せる所見がみ琵)れたす血

管造影では野内動脈枝をこ屈曲蛇行を,経度的門脈造影で

は左内剰区域枝､右前区域枝をこ拡張がみられ亨右肝静脈
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た8髄腔縫下新教襖を施行,線維化を伴わない結節性過

形成巣がぴまん性に認められN隠昔耳をこ類似する鼠絡像
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肝塵感性病変銅損例
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近取 扱管遮断を重し凄した各橡画像診断法苧)進歩に
より,肝内藤感性病変の診断率殿警句1-二が夏ヨざましいや

奪回,血管造影所魔が非鼎塑像を呈し,診断困難であっ

た洩例を経験Lァ超音波,CW等の組鳶せにおいてき血

管造影所見を最終決定獅子とする診断方針をこWは限界があ

ると思われた,

奪後学症例を選れることによりヲ個櫓の症例をこおける

各画像所見殿格硬性,優先性をめぐりさらをこ検討を進め

ることでこれら非殿型例をこ対し9診断にひとつの叢商機

を示醸しうる可能性もあると思われた,


